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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート形状の薬剤含浸体２０と、この薬剤含浸体２０を保持した保持容器３０を備え、
　前記薬剤含浸体２０は、シート状で吸液性と通気性を有し、かつ一部分に、他の部分よ
りも厚く、上面に凹部２２ａを有した高吸液部２２を備え、この高吸液部２２に保持され
た薬液が全域に渡って順次浸透する担体２１に、薬剤を含浸して保持したシート形状で、
　前記保持容器３０は、薬剤含浸体２０の外周部分と中央部分を保持し、かつ高吸液部２
２の上面が外部に露出すると共に、中間部分に空気が流通するものとしたことを特徴とす
る薬剤カートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、害虫防除剤、芳香剤、消臭剤など、揮散性を有する薬剤を保持し、ファン式
薬剤放散装置等に用いることで薬剤を大気に放散させる薬剤カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されるファン式薬剤放散装置が知られている。
　このファン式薬剤放散装置は、装置本体内に、送風機と薬剤カートリッジと電源収納体
を設けたもので、その送風機はファンとモータを有し、薬剤カートリッジは通気性を有す
る容器内に、薬剤を含浸した粒状の薬剤含浸体を多数収容したもので、電源収納体には電
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池が収容されている。
　そして、モータでファンを回転することで容器に空気を流通して薬剤を大気に放散する
。
【０００３】
　特許文献２に開示される薬剤保持体が知られている。
　この薬剤保持体は、撚り糸からなるネットを複数重ね合わせ、そのネットに薬剤を含浸
させたものである。
【０００４】
【特許文献１】特許公開２００２－２９１３９２号公報
【特許文献２】特許公開２００１－２００２３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した従来の薬剤カートリッジは、通気性を有する容器に、薬剤を含浸した多数の粒
状の薬剤含浸体を収容したもので、その容器が厚く大きなものであるから、薬剤カートリ
ッジが厚い。
　このために、装置本体内に薬剤カートリッジ、送風機、電池などを設けたファン式薬剤
放散装置の装置全体が厚くなってしまう。
　また、前述した従来の薬剤カートリッジは、通気性を有する容器内に薬剤を含浸した粒
状の薬剤含浸体を多数収容し、その容器内に空気が流通することで薬剤含浸体に含浸した
薬剤を順次大気に放散するもので、その薬剤含浸体に含浸した薬剤が無くなれば、薬剤含
浸体を収容したまま容器を廃棄している。
　したがって、使用済みの薬剤カートリッジをゴミとして処理するので、昨今の廃棄物問
題、省資源問題などの社会的事情の中、好ましくない。
【０００６】
　前述した複数のネットを重ね合わせた薬剤保持体は、薄くすることができるが、複数の
ネットを重ね合わせただけであるから取り扱いづらい。
　また、ネットに含浸した薬剤が無くなれば、そのネットを廃棄しているから、前述した
薬剤カートリッジと同様にゴミとして処理するので、昨今の廃棄物問題、省資源問題など
の社会的事情の中、好ましくない。
【０００７】
　本発明の目的は、薄くできること、取り扱い易いこと、使用後に薬剤を補給して繰り返
し使用できること、を満足した薬剤カートリッジを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、シート形状の薬剤含浸体２０と、この薬剤含浸体２０を保持した保持容器３
０を備え、
　前記薬剤含浸体２０は、シート状で吸液性と通気性を有し、かつ一部分に、他の部分よ
りも厚く、上面に凹部２２ａを有した高吸液部２２を備え、この高吸液部２２に保持され
た薬液が全域に渡って順次浸透する担体２１に、薬剤を含浸して保持したシート形状で、
　前記保持容器３０は、薬剤含浸体２０の外周部分と中央部分を保持し、かつ高吸液部２
２の上面が外部に露出すると共に、中間部分に空気が流通するものとしたことを特徴とす
る薬剤カートリッジである。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に係る発明によれば、薬剤含浸体２０がシート形状であるから薄くでき、その
薬剤含浸体２０の外周部分と中央部分を保持容器３０で保持しているから取り扱い易いと
共に、薬剤含浸体２０の中間部分に空気が流通する。
【００１１】
　また、ファン式薬剤放散装置の装置本体にセットして使用し、その薬剤を大気に放散し
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た使用後には、その薬剤含浸体２０の担体２１の高吸液部２２に薬剤を供給して含浸して
保持することで、その高吸液部２２に保持した薬液が順次担体２１の全域に浸透するから
、使用後に薬剤を補給して繰り返し使用できる。
【００１２】
　しかも、担体２１の一部分の高吸液部２２に、一度に多量の薬剤を含浸して保持させる
ことで、その高吸液部２２から担体２１の全域に薬剤を順次浸透するから、担体２１の全
体に渡って薬液が均一に含浸することになり、担体２１の全体に薬剤が均一に含浸して保
持した薬剤含浸体２０とすることができる。
【００１３】
　また、高吸液部２２が他の部分よりも厚く、その上面が他の部分よりも高くなるので、
薬液を補給する際に、その高吸液部２２の位置を目視確認できる。
　しかも、高吸液部２２の上面の凹部２２ａに薬液を供給することで、その薬液が高吸液
部２２の内部に吸収し易い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の薬剤カートリッジを用いて薬剤を大気に放散させるファン式薬剤放散装置の一
例を図１に基づいて説明するが、このファン式薬剤放散装置に限ることはないことは勿論
である。
　図１に示すように、装置本体１に送風機２が設けてあると共に、本発明に係る薬剤カー
トリッジ３が着脱自在に取付けてあり、その送風機２のファン４をモータ５で回転すると
薬剤カートリッジ３に空気が流通するように構成してある。
　前記装置本体１は本体部１０とカバー部１１を備え、送風機取付部１２と電池取付部１
３を形成していると共に、空気吸込部１４と空気吐出部１５を有している。
　前記送風機２はハウジング６にファン４とモータ５を設けたもので、そのハウジング６
が送風機取付部１２に設けてあり、ハウジング６の吸込口６ａが空気吸込部１４に連通し
、図示しない吐出口が空気吐出部１５にそれぞれ連通している。
　前記電池取付部１３に電池７が取付けてある。
　前記カバー部１１は開閉自在に本体部１０に連結され、このカバー部１１を開放するこ
とで薬剤カートリッジ３、電池７を取付け、取り外しできるようにしてある。
【００１５】
　前記薬剤カートリッジ３は、シート形状の薬剤含浸体２０と、この薬剤含浸体２０を保
持する保持容器３０を備えている。
　つまり、薬剤含浸体２０はシート形状で剛性が弱く、それ自体では形状を維持すること
ができなかったり、薬剤含浸体２０を直接手で持つと薬剤が手に付着する恐れがあって取
り扱いづらいために、薬剤含浸体２０の一部分を保持容器３０で保持して取り扱い易くし
、他の部分に空気が流通するようにしている。
　これによって、薄く、取り扱い易い薬剤カートリッジ３とすることができる。
【００１６】
　前記薬剤含浸体２０は、シート状で吸液性と通気性を有する担体２１に所定量の薬剤を
含浸して保持したシート形状である。
【００１７】
　前記薬剤含浸体２０のシート状の担体２１は、その一部分に高吸液部２２を備え、その
高吸液部２２に多量の薬液を一度に含浸して保持でき、その高吸液部２２に保持された薬
液は担体２１の全域に渡って順次浸透するようにしてある。
【００１８】
　このようであるから、薬剤カートリッジ３の使用後（つまり、薬剤含浸体２０の担体２
１に含浸して保持した薬剤が全て大気に放散され、その担体２１に薬剤が保持されていな
い状態）には、その高吸液部２２に薬剤を滴下して供給することで高吸液部２２に多量の
薬液を保持することで、その薬液が担体２１の全域に渡って順次浸透し、担体２１の全体
に薬剤が含浸して保持されるから、薬剤を含浸して保持している未使用の薬剤カートリッ
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ジとすることができる。
　したがって、使用後に薬剤を補給して繰り返し使用できる。
【００１９】
　また、製造時においても薬剤含浸体２０の担体２１に形成した高吸液部２２に多量の薬
液を含浸して保持させ、その保持した薬液を順次担体２１の全域に渡って浸透するので、
担体２１の全体に渡って薬剤を均一に含浸して保持することができる。
【００２０】
　前記薬剤カートリッジ３の具体例を図２、図３に基づいて説明するが、これに限ること
はない。
　前記薬剤含浸体２０の担体２１は、中央部の肉厚が他の部分よりも厚いシート状で、そ
の厚い中央部が高吸液部２２である。
　この高吸液部２２の上面には凹部２２ａが形成されて薬液を供給した際に内部に吸収し
易くしてある。
　前記担体２１の吸液性能（つまり、単位容積当たりに吸液できる液体量の大小）は全域
に渡って同一であっても、その中央部が厚いから多量の薬液を含浸して保持でき、前述の
ように高吸液部２２とすることができる。
　前記担体２１の吸液性能は中央部が他の部分よりも大きいことが好ましい。このように
すれば、中央部（高吸液部２２）により多量の薬剤を含浸して保持できる。
　また、高吸液部２２の形状としては、前述の円形の他に、使用する素材によって矩形、
半円形、起毛形など自由である。
【００２１】
　前記保持容器３０は容器本体４０と押え体５０を備え、この容器本体４０と押え体５０
で薬剤含浸体２０を挟持して保持する。
　この容器本体４０は、中央支持部４１と外周支持部４２を複数の連結部４３で連結し、
その隣接した連結部４３と中央支持部４１と外周支持部４２間が開口して空気流通部４４
としてある。
　前記外周支持部４２は上面４２ａよりも突出してリング体４５を備えている。
　前記薬剤含浸体２０は、中央支持部４１の上面４１ａ、外周支持部４２の上面４２ａ、
連結部４３の上面４３ａに載置して支持される。
　前記押え体５０はリング体４５に嵌合するリング形状で、この押え体５０と外周支持部
４２で薬剤含浸体２０の外周部分を挟持して保持する。
【００２２】
　前記薬剤カートリッジ３は図１に示すように、その容器本体４０をハウジング６の取付
部６ｂに嵌合して送風機２のファン４と対向して取付けられ、そのファン４の風量が少な
い中心部４ａ（つまり、モータ５の回転軸５ａが連結される部分）が薬剤含浸体２０の担
体２１の中央部（高吸液部２２）と対向している。
　よって、高吸液部２２に流通する空気量は他の部分に比べて著しく少なく、高吸液部２
２が厚くとも薬剤含浸体２０に空気がスムーズに流通する。
【００２３】
　前記高吸液部２２は容器本体４０の中央支持部４１の上面４１ａに載置されているので
、薬剤を補給する際に高吸液部２２に多量の薬液が含浸して保持されて重量が重くなった
場合でも、その高吸液部２２がたれ下がることがない。
　また、中央支持部４１は高吸液部２２と同一大きさ、又は高吸液部２２よりも大きいの
で、前述のように高吸液部２２に多量の薬液を含浸した際に、その薬液が高吸液部２２の
下面からしみでて垂れることがない。
　前記中央支持部４１は、浅く凹んだ皿状としてもよい。
【００２４】
　次に、他の実施の形態を説明する。
　前述の容器本体４０の中央支持部４１は高吸液部２２よりも小さくとも良い。また、連
結部４３の数は６本に限らず４本、３本などでも良い。
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【００２５】
　前述の押え体５０は、図４に示すように中央リング５１と外周リング５２を複数のステ
ー５３で連結して開口部５４を有した形状で、その中央リング５１が高吸液部２２に嵌合
し、外周リング５２が容器本体４０のリング体４５に嵌合するようにしても良い。
　このようにすれば、中央リング５１が薬液を滴下供給の目印となる。
　この場合には、容器本体４０の中央支持部４１をリング形状としても良い。
　また、この場合には押え体５０の中央リング５１を高吸液部２２の上面に接して中央支
持部４１とで挟持ようにしても良い。
　また、前述の中央リング５１の高さを高吸液部２２の高さより高くして供給した薬液の
垂れ防止とすることもできる。
【００２６】
　前記薬剤含浸体２０の高吸液部２２は、図５に示すように担体２１の外周寄りに設けて
も良い。
　例えば、担体２１の外周寄りにおける周方向に間隔を置いた複数位置を厚くして高吸液
部２２とする。
【００２７】
　前記薬剤含浸体２０の高吸液部２２は、図６、図７に示すように径方向に連続した細幅
の帯状とし、図６に示すように押え体５０の中央リング５１などの中央部から薬液を供給
したり、図７に示すように押え体５０の外周リング５２の凹部５２ａとリング体４５の間
の隙間５４などの外周部から薬液を供給しても良い。また、図示は省略するが複数の帯状
の高吸液部２２を格子状に設けても良いし、任意の位置に複数の高吸液部２２を設けても
良い。
【００２８】
　前記薬剤含浸体２０の高吸液部２２は担体２１と別体として重ね合わせるようにしても
良い。
　例えば、図８に示すように２枚の担体２１で高吸液部２２をはさみ込む。
　また、図示は省略するが、高吸液部２２を押え体５０の中央リング５１に嵌め込んで取
付け、その押え体５０を容器本体４０に取付けることで高吸液部２２を担体２１に接触さ
せる。
　また、容器本体４０の中央支持部４１に高吸液部２２を設け、この高吸液部２２に担体
２１を重ね合わせて載置する。
【００２９】
　前述の高吸液部２２の態様を具体的に説明する。
　前記高吸液部２２を担体２１と同一素材から形成、又は異質素材から形成し、その高吸
液部２２を担体２１と一体、別体として接着、縫合、載置、溶着とする。
　また、担体２１の一部分に素材を吹き付ける等の特殊加工により目付を大きくして高吸
液部２２とする。
【００３０】
　本発明に用いる薬剤含浸体２０の担体２１、高吸液部２２の素材としては、天然繊維、
化学繊維、不織布（天然繊維、化学繊維、炭素繊維など）、樹脂ネット（ポリエチレン、
ポリプロピレン、ポリ塩化ビニルなど）、布綿（織物、編み物）、抄紙（パルプ、リンタ
ー、合成紙など）などが例示され、シート形状、網形状、ハニカム形状、すのこ形状、格
子形状、折り畳み形状などをなす成形体、又はその形状を確保する収容形状、綿状形状、
スポンジ状形状、更に発泡ビーズ、発泡ウレタン、木や竹の炭、などが挙げられる。
　また、これらの中で、気流の通気性や薬剤の含有性に優れた不織布が好ましい。
【００３１】
　本発明において、高吸液部２２に薬液を補給する方法としては、量表示されたスポイト
式容器、適量収容されたアンプル容器、定量型容器、定量カップ付き容器などの定量容器
、ノズル容器などで補給量を目視で確認しながら供給、などが挙げられる。
【００３２】
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　また、補給に際し補給時期が目視で確認できれば便利であるので、従来から知られてい
るインジケータを用いた薬剤含浸体２０に含浸した薬剤が全て大気に放散された時期を表
示するようにすることが好ましい。
【００３３】
　本発明に用いる薬剤含浸体２０の担体２１に含浸する薬剤としては、常温、送風などの
条件で揮散する害虫防除剤（殺虫剤、忌避剤、害虫成長制御剤、殺ダニ剤、防虫性精油な
ど）、芳香剤、芳香消臭剤、消臭剤、防カビ剤、除菌剤、害獣忌避剤などが挙げられる。
　そして、上記の薬剤で、殺虫を目的として使用する場合、従来より用いられている各種
揮散性殺虫剤を用いることができ、ピレスロイド系殺虫剤、カーバメート系殺虫剤、有機
リン系殺虫剤等を挙げることができる。一般に安全性が高いことからピレスロイド系殺虫
剤が好適に用いられている。
　さらに、微量で効力を発揮する高活性のメトフルトリン、トランスフルトリン、エムペ
ントリン、テラレスリン、プロフルトリンが薬剤含浸体を薄く、また小さくできることか
らより好ましい。
【００３４】
　本発明の薬剤カートリッジ３は、前述したファン式薬剤放散装置に用いるものに限るこ
とはなく、送風機のファンに直接取付けるようにしても良いし、ファンと一体的にしても
良い。また扇風機の吸込み側、吐出側に取付けても良いし、エアコンの吹出口に取付ける
こともできる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】ファン式薬剤放散装置の断面図である。
【図２】薬剤カートリッジの断面図である。
【図３】薬剤カートリッジの分解斜視図である。
【図４】（ａ）薬剤カートリッジの第２の実施の形態を示す平面図である。　　　　　（
ｂ）薬剤カートリッジの第２の実施の形態を示す断面図である。
【図５】（ａ）薬剤カートリッジの第３の実施の形態を示す平面図である。　　　　　（
ｂ）薬剤カートリッジの第３の実施の形態を示す断面図である。
【図６】薬剤カートリッジの第４の実施の形態を示す平面図である。
【図７】薬剤カートリッジの第５の実施の形態を示す平面図である。
【図８】薬剤カートリッジの第６の実施の形態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　３…薬剤カートリッジ、２０…薬剤含浸体、２１…担体、２２…高吸液部、３０…保持
容器、４０…容器本体、５０…押え体。
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